
え
る
。
こ
の
層
に
向
け
た
交
通
安
全
教
育
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
が
、
重
要
な

鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
高
齢
歩
行
者

の
交
通
安
全
教
育
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
あ

る
べ
き
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

９
月
17
日
、
高
知
県
高
知
市
で
、「
高
齢
者
交

通
安
全
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ2011

in
K
ochi

」
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
高
知
県
警
察
本
部

に
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
募
集
し
た
高
齢
者
１
１

２
名
が
集
ま
り
、
最
高
齢
は
90
歳
と
、
幅
広
い
層

の
高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
高
知
県
警
察
本
部
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
関
係
す
る
機
関
や
団
体
と
協
力
し
て
、

毎
年
秋
に
「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
高
齢
者
１
万
人
訪
問
活
動
（
出
前
式

の
戸
別
訪
問
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
）
も

展
開
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
高
齢
者
対
策

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ
う

し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
。

開
式
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
加
藤
晃
久
・

高
知
県
警
察
本
部
長
が
、「
本
県
の
全
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
全
体
の

約
３
割
で
す
が
、
交
通
事
故
死
者
数
で
は

約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
皆
さ

ん
に
、
し
っ
か
り
見
て
、
聞
い
て
、
楽
し

く
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
、
日
々
の
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、「
危
険
予
知
と
交
通
事
故
の

未
然
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
座
学
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
座
学
は
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
高
齢

者
向
け
の
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
あ※

１

や
と
り
ぃ
長
寿
編
」
と
、「
交※

２

通
安

全
ビ
デ
オ
講
座
」
の
歩
行
者
教
育
の
パ
ー

ト
を
使
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
の
１
番
目

の
項
目
は
「
正
し
く
歩
く
」。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
、「
５
〜
７
m
先
を
観
る
よ

交
通
統
計
な
ど
に
よ
れ
ば
、
平
成
22
年
の
交

通
事
故
死
者
数
４
８
６
３
人
の
う
ち
、
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
は
２
４
５
０
人
と
、
全
体
の
約

50
％
を
占
め
て
い
る
。こ
れ
を
状
態
別
に
み
る
と
、

歩
行
中
が
１
２
２
８
人
（
50
・
１
％
）
と
最
も
多

く
、
全
体
の
半
数
と
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
１
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
は
平
成
21
年
に
比
べ
26
人
増
加
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
者
１
２
２
８
人

を
事
故
類
型
別
に
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
「
道

路
横
断
中
」（
グ
ラ
フ
２
）
で
、
と
く
に
横
断
歩

道
以
外
の
場
所
を
横
断
中
に
、
事
故
に
遭
っ
た
ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
３
）。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
さ
ら
に
交
通
事
故
死
者

数
を
低
減
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
歩
行
者

の
事
故
防
止
対
策
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
う
か
が
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～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

特集：高齢歩行者への交通安全教育

高齢者に安全な行動選択を
してもらうために

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

「高齢者交通安全ふれあいフェスタ 2011 in Kochi」では、本田技研工業（株）
安全運転普及本部鈴鹿普及ブロックのインストラクターが「あやとりぃ 長
寿編」と、「交通安全ビデオ講座」を使って指導

う
に
す
る
と
、
幅
広
く
前
方
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
歩
幅
は
や
や
狭
く
、
か
か
と
か
ら
着

地
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
歩
く
場
所
は
、
歩
道

や
路
側
帯
が
あ
れ
ば
そ
こ
を
、
歩
道
や
路
側
帯
が

な
い
場
合
は
、道
路
の
右
側
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
」

と
説
明
し
、
参
加
者
に
再
確
認
し
て
も
ら
う
。

続
い
て
、「『
薄
暮
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
？
　
こ
れ
は
日
の
入
り
の
前
後
１
時
間
を
指

し
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
い
魔
の
時
間
帯
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
暗
く

な
っ
た
道
路
の
画
像
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
中
に

青
、
赤
、
黄
、
緑
、
白
な
ど
９
つ
の
色
が
並
べ
ら

れ
た
。「
こ
の
中
で
、
目
立
つ
色
は
何
で
す
か
？
」

と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
問
い
か
け
る
。
す
る

と
参
加
者
か
ら
は
、「
白
」「
黄
色
」
と
い
っ
た
声

平成22年の交通事故死者数の半数以上は高齢者（65歳以上）が占
めている。全人口に占める高齢者の割合が約23％であるのに対し、
事故死者数では約50％と高い水準である。さらにその半数は歩行中
に事故に遭っている。高齢者の死者数低減のためには、運転者教育
だけでなく、歩行者としての教育も重要になってくるが、具体的に
どのような教育を推進すべきなのか。最近の高齢者への意識調査結
果や、実際の高齢歩行者教育の事例をもとに、その方向性を探る。

高
齢
者
に「
気
づ
き
」を

与
え
る
教
育

●グラフ1 65歳以上・状態別死者数
（平成22年）

●グラフ2 65歳以上・歩行中・
通行状況別死者数（平成22年）

●グラフ3 65歳以上・横断中・
道路形状別死者数（平成22年）

歩行中

50.1
％

その他0.2％自動二輪乗車中1.8％

原付乗車中
7.1％

自転車乗用中
16.7％

自動車乗車中
23.9％

横断中

78.7％

その他 10.2％
路上停止中 2.0％

対面通行中
3.5％

背面通行中
5.6％

その他

60.5
％

横断歩道
27.6％

歩道橋付近
1.3％

歩道付近
10.5％

65歳以上死者数　2450人中 65歳以上歩行中死者数1228人中 65歳以上横断中死者数967人中

※1 あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。高齢の歩行者・自転車利用者対象の「あやとりぃ　長寿編」、4～5歳児対象の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、
幼児～小学校高学年対象の「あやとりぃ　自転車教室」がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。「長寿編」以外については右記ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

出典：交通統計（平成22年版）および（財）交通事故総合分析センター資料



だ
「
高
齢
者
」
で
は
な
い
と
見
な
す
傾
向
が
読
み

取
れ
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

横
断
歩
道
外
を
渡
る
理
由
に
関
す
る
質
問
で

は
、「
見
通
し
が
良
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
」
を
全
体

の
半
数
以
上
が
選
ん
だ
。こ
の
他
の
理
由
と
し
て
、

75
歳
未
満
が
75
歳
以
上
よ
り
多
く
み
ら
れ
た
の

は
、「
横
断
歩
道
が
近
く
に
な
い
か
ら
」。
逆
に
、

75
歳
以
上
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
理
由
は
「
通
り
慣

れ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
」「
危
な
い
思
い
を
し
た
こ

と
が
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
」な
ど
で
あ
っ
た
。

高
齢
者
の
身
体
機
能
の
衰
え
に
関
す
る
自
覚

に
つ
い
て
は
、「
以
前
よ
り
も
歩
く
速
度
が
遅
く

な
っ
た
と
感
じ
る
」
と
い
う
質
問
に
「
は
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
は
い
」
と
回
答
し
た
人

は
全
体
の
半
数
以
上
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

み
る
と
約
８
割
を
占
め
て
い
る
（
表
１
）。
身
体

機
能
の
変
化
に
対
す
る
自
覚
は
、
75
歳
未
満
に
比

べ
75
歳
以
上
に
顕
著
な
傾
向
が
出
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
衰
え
の
自
覚
を
持
つ
75

歳
以
上
の
高
齢
者
が
、「
歩
道
の
な
い
道
路
を
横

断
中
、
近
づ
い
て
く
る
車
両
に
気
づ
か
ず
、
驚
い

た
こ
と
が
あ
る
」「
最
近
、
道
路
を
横
断
中
、
ク

ル
マ
や
バ
イ
ク
に
気
づ
か
ず
、
び
っ
く
り
し
た
こ

と
が
あ
る
」
な
ど
、
多
く
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
（
表
２
）。
一

方
、
一
般
に
高
齢
者
は
、
自
己
正
当
化
意
識
が
強

く
、
交
通
事
故
の
原
因
は
運
転
者
に
あ
る
と
考
え

る
傾
向
が
強
い
と
、指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

今
回
の
調
査
で
は
、
そ
う
し
た
傾
向
は
読
み
取
れ

は
動
画
を
使
っ
て
、
同
じ
速
さ
で
歩
い
た
場
合
、

ま
っ
す
ぐ
な
横
断
と
斜
め
横
断
で
は
、
ど
ち
ら
が

渡
り
き
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
か
、
参
加
者
た

ち
に
確
認
し
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、「
斜
め
横
断

の
ほ
う
が
、
道
路
上
に
い
る
時
間
が
長
く
な
る
た

め
、事
故
に
遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
」と
解
説
し
た
。

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
は
、
こ
の
よ
う
に

安
全
な
歩
行
の
た
め
の
重
点
指
導
項
目
と
し
て
、

「
止
ま
る
」「
観
る
」
な
ど
の
基
本
動
作
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
の
大
切
さ
を
集
中
的
に
学
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
歩
行
者
の
教

育
で
は
、
安
全
確
認
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
行
う

こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
教
育
が
有
効
だ
と
言
え
そ
う
だ
。

次
に
行
わ
れ
た
の
は
「
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講

座
」。
こ
の
ビ
デ
オ
講
座
は
、
ホ
ン
ダ
が
今
年
３

月
に
作
成
し
た
高
齢
の
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

向
け
の
新
教
材
で
、
参
加
者
に
交
通
場
面
を
映
し

た
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
い
、
そ
の
中
に
登
場
す
る

歩
行
者
や
自
転
車
、
ク
ル
マ
の
動
き
を
観
察
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
日
頃
の
自
分
の
歩
き
方
や
自
転

車
の
乗
り
方
を
振
り
返
り
、
正
し
い
交
通
行
動
に

つ
な
げ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

る
。今

回
の
講
習
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
、「
歩
行
者
・

自
転
車
専
用
信
号
機

の
あ
る
交
差
点
を
渡

る
時
」。
ス
ク
リ
ー

ン
に
題
材
と
な
る
交

差
点
（
写
真
参
照
）

像
を
使
っ
た
説
明
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

高
知
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
企
画
担
当
課

長
補
佐
の
節
田
威
洋
さ
ん
は
、「『
あ
や
と
り
ぃ

長
寿
編
』『
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講
座
』
と
も
に
、

う
ま
く
高
齢
者
の
関
心
を
誘
っ
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
と
て
も
使
い
勝
手
の
よ
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
教
材
を
使
っ

て
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

神
奈
川
県
警
察
本
部
で
は
昨
年
、
歩
行
者
意

識
に
関
す
る
本
格
的
な
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
、
主
に
高
齢
歩
行
者
の
意
識
・
行
動
を
客
観

的
に
把
握
し
、
今
後
の
交
通
安
全
対
策
に
役
立
て

る
た
め
の
も
の

で
、
こ
の
調
査

を
担
当
し
た
神

奈
川
県
警
察
本

部
交
通
部
交
通

総
務
課
運
転
適

性
検
査
担
当
心
理
判
定
員
（
心
理
職
）の
菅
野
裕

さ
ん
は
、そ
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
の
調
査
の
背
景
に
は
、
近
年
の
高
齢
歩
行

者
事
故
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢
歩
行

者
へ
の
事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て
い
く
上
で
、

ま
ず
高
齢
歩
行
者
の
行
動
・
判
断
の
基
盤
と
な
る

歩
行
者
意
識
の
基
礎
資
料
を
、
き
ち
ん
と
蓄
積
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

私
個
人
の
問
題
意
識
と
し
て
は
、
高
齢
者
は
、
自

分
の
身
体
機
能
の
衰
え
に
つ
い
て
、
実
際
ど
れ
ぐ

ら
い
自
覚
し
て
い
る
の
か
。
仮
に
衰
え
が
自
覚
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
事
故
が
起
こ
る
別
の
要
因

は
何
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ

た
わ
け
で
す
」。

こ
の
調
査
は
、
こ
の
よ
う
に
交
通
心
理
学
の

観
点
か
ら
、
高
齢
者
の
歩
行
者
意
識
を
分
析
し
た

も
の
で
、
昨
年
３
〜
９
月
に
神
奈
川
県
内
で
約
１

０
０
０
人
か
ら
サ
ン
プ
ル
収
集
が
行
わ
れ
、
今
年

７
月
に
分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
を

み
る
と
、「
高
齢
者
」
と
意
識
す
る
年
齢
に
つ
い

て
は
、
自
分
を
高
齢
者
と
考
え
る
年
齢
を
、
自
分

の
実
年
齢
よ
り
高
く
考
え
て
い
る
人
が
多
く
、
と

く
に
65
〜
74
歳
で
は
、
約
半
数
の
人
が
自
分
は
ま

を
映
し
出
し
、「
こ
の
交
差
点
を
危
険
だ
と
思
う

か
」「
こ
の
よ
う
な
交
差
点
を
渡
る
時
に
、
ク
ル

マ
の
動
き
に
注
意
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
参
加
者

は
ま
ず
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
日
頃
の
自
分
の
交

通
行
動
に
つ
い
て
、
０
〜
１
０
０
点
で
自
己
評
価

を
行
う
。
そ
の
後
、
同
じ
交
差
点
を
往
来
す
る
、

歩
行
者
や
ク
ル
マ
の
様
子
を
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を

見
せ
て
、
観
察
し
て
も
ら
う
。
観
察
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
、「
歩
行
者
が
ク
ル
マ
の
動
き
に
注
意
し
な

が
ら
渡
っ
て
い
る
か
」「
ク
ル
マ
の
動
き
に
危
険

は
な
い
か
」
な
ど
。
参
加
者
自
身
に
そ
れ
を
考
え

て
も
ら
っ
た
上
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
感
想

を
求
め
る
と
、「
ク
ル
マ
の
運
転
に
も
問
題
が
あ

る
が
、
ク
ル
マ
を
見
て
い
な
い
歩
行
者
の
ほ
う
に

も
、
問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
た
。

そ
し
て
参
加
者
に
は
、
そ
の
後
も
う
一
度
、

自
分
の
日
頃
の
交
通
行
動
に
つ
い
て
、
自
己
評
価

を
し
直
し
て
も
ら
う
。
最
後
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
、「
最
初
の
自
己
評
価
よ
り
点
数
が
下
が
っ

た
方
は
、
自
分
の
問
題
点
に
気
づ
か
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
気
づ
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
実
行
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
の
行
動
観
察
を
通
じ
て
、
自

分
の
行
動
を
よ
り
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
ね
ら
い

で
あ
る
。

こ
の
日
の
参
加
者
の
一
人
、
横
井
孝
司
さ
ん

（
73
歳
）
は
、「
道
路
や
交
差
点
を
渡
る
時
の
安
全

確
認
の
重
要
性
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」、
善
家

久
花
さ
ん
（
85
歳
）
は
、「
言
葉
だ
け
で
な
く
映

が
あ
が
る
。
そ
こ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

「
そ
の
通
り
で
す
。
昼
間
は
目
立
つ
『
赤
』
も
、

夜
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら

夜
間
の
外
出
時
は
、
白
や
黄
色
の
服
を
着
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
目
立
た
な
い
色
の
服
し
か
お
持

ち
で
な
い
と
い
う
方
は
、
衣
服
に
反
射
材
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
、
参
加
者
に
夜
間
事
故
防
止

「
ス
テ
ッ
カ
ー
」（
反
射
材
）
を
配
付
し
た
。

２
番
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
は
「
止
ま

る
」。
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
し
な

が
ら
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
参
加
者
に
問

い
か
け
る
。
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
す
ス
ピ
ー
ド
が
速

け
れ
ば
何
か
わ
か
ら
な
い
が
、
イ
ラ
ス
ト
の
動
き

を
止
め
れ
ば
、
誰
で
も
正
確
に
判
別
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、「
こ
の
よ
う

に
自
分
が
動
き
な
が
ら
観
る
よ
り
も
、
止
ま
っ
て

観
る
ほ
う
が
、
何
で
も
よ
く
観
え
ま
す
。
ま
た
立

ち
止
ま
る
こ
と
で
、
呼
吸
が
安
定
し
て
気
持
ち
が

安
ら
ぎ
、
周
囲
の
景
色
や
音
を
、
よ
く
確
か
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
、「
止
ま
る
」
と
い
う
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

３
番
目
の
項
目
は
「
よ
く
観
る
、
聞
く
」。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
参
加
者
に
対
し
、
横
断
す
る
前

に
「
右
よ
し
」「
左
よ
し
」「
も
う
一
度
、
右
よ
し
」

と
声
に
出
し
て
指
差
し
呼
称
し
て
み
る
と
、
よ
り

安
全
で
あ
る
と
説
明
。
恥
し
い
と
感
じ
る
人
は
、

心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
だ
け
で
も
、
効
果
が
あ
る
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

４
番
目
の
項
目
は
「
ま
っ
す
ぐ
渡
る
」。
こ
こ
で
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ビデオで歩行者やクルマを観察した印象をインストラクターが参加者に聞いていく

他
者
の
観
察
を
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じ
て
、

自
分
の
行
動
を
振
り
返
る

一
律
で
は
な
い

高
齢
歩
行
者
の
意
識

112名の高齢者がイラストなどを使ったイ
ンストラクターの説明に熱心に耳を傾けた

注1 年齢差＝高齢者と認識する年齢ー実際の年齢
注2 左図内破線部は、高齢者とする年齢を回答者の年齢より高く考えている範囲を表す

運
転
免
許
取
得
経
験
者
へ
も

歩
行
者
と
し
て
の
教
育
を

●グラフ4 高齢者と意識する年齢と実年齢との差

※2 「交通安全ビデオ講座」＝Hondaが開発した歩行者・自転車向け交通安全教育プログラム。歩行者や自転車利用者、クルマの動きを受講者がビデオで観察して、感想や意見を交換し、日頃の自分の行動を振り返る。
その中で、自分の力で自分の良いところ、自分の問題点を見つけ出す（気づき）。良い点はさらに意識づけし、問題点に対しては自分の力で正しい答えを見つけ出す（解決）ことをめざしている。
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グ
の
一
部
は
運
転
免
許
の
な
い
高
齢
者
に
も
対
応

し
て
お
り
、
高
齢
の
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
向

け
の
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て
も
、
使
い
勝
手
の
よ
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ン
ダ
で
は
「
シ
ル
バ
ー
楽
集

が
く
し
ゅ
う

大
学
」

と
い
う
高
齢
者
（
歩
行
者
・
自
転
車
・
運
転
者
）

向
け
の
教
材
も
開
発
し
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導

者
へ
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。
高
齢
歩
行
者
に
つ

い
て
は
「
横
断
歩
道
上
で
の
右
折
車
両
と
の
衝
突

事
故
」「
横
断
歩
道
以
外
の
横
断
や
斜
め
横
断
に

よ
る
事
故
」「
薄
暮
〜
夜
間
の
事
故
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
原
因
を
解
説
し
、
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紙
芝
居
形
式
で
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
は
高

齢
者
が
安
全
・
快
適
に
参
加
で

き
る
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
交
通
安
全
教
育
の
現
場
で

役
立
つ
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
続
け
て
い
る
。
そ

し
て
、
ホ
ン
ダ
自
ら
が
教
育
機

会
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
指
導
者
の
方
々
に
幅
広

く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
普

及
を
進
め
て
い
る
。

認
識
し
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

以
外
に
も
栃
木
、
埼
玉
、
浜
松
、
熊
本
に
あ
る
地

区
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
（
下
記
参
照
）
を
通
じ
て
、
高

齢
歩
行
者
向
け
の
教
育
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。９

月
12
日
に
は
、
徳
島
県
警
察
本
部
で
浜
松

普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
１
４
０

名
の
地
域
指
導
員
を
対
象
に
「
い
き
い
き
運
転
講

座
」
を
実
施
し
た
。「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
と

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
が
開

発
し
た
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
４
つ
の

「
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、「
交
通
脳
ト
レ
」

と
呼
ば
れ
る
教
育
を
組
み

合
わ
せ
、
効
果
的
に
安
全

運
転
能
力
、
安
全
意
識
と

脳
機
能
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
教
材
の
主
な
対

象
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
る
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
歩
行
者
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
警
察
や
自
治
体
、
関

係
団
体
、
企
業
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
で
も
、

高
齢
歩
行
者
の
交
通
安
全
教
育
の
重
要
さ
を
強
く

「
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
高
齢
者
を
十
羽
一
絡

げ
に
考
え
ず
、
75
歳
未
満
と
75
歳
以
上
、
免
許
取

得
経
験
者
と
取
得
経
験
の
な
い
人
な
ど
、
異
な
る

意
識
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
高
齢
者
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
に
即
し
た
き
め
細
か
な
ア
プ
ロ

ー
チ
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
は
、
運
転
免
許
取
得
者
に
対
し
て
も
、
安
全
な

高
齢
歩
行
者
と
な
る
た
め
の
事
前
の
教
育
が
今

後
、
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
免
許
取
得

経
験
の
あ
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
こ
れ
か
ら
確
実

に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
と
な
る
前
段
階

の
適
当
な
時
期
に
、
各
種
運
転
者
の
教
育
場
面
の

中
で
、
自
分
が
高
齢
歩
行
者
と
な
っ
た
時
に
適
切

な
行
動
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
教
育
を
取
り

入
れ
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
変
化
す
る
社
会
環

境
に
即
し
た
交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
今
後
も
継
続
的
に
調
査
研
究
を
進

め
、
基
礎
資
料
と
し
て
社
会
に
還
元
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

神
奈
川
県
警
察
本
部
で
は
、
今
回
の
調
査
結

果
を
県
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
調

査
結
果
の
簡
単
な
解
説
と
と
も
に
、「
安
全
横
断

五
つ
の
品
格
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、
発

信
し
て
い
る
（
右
下
参
照
）。
ま
た
、
安
全
な
道

路
横
断
方
法
を
、
高
齢
者
に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、「
交
通
安
全
」（T

raffic
Safety

）
と

「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」（A

erobic

）
を
組
み
合
わ
せ
た

「
ト
ラ
ビ
ッ
ク
」（T

R
A
B
IC

）
と
い
う
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
。
こ
の
中
に
は
、
安

全
な
道
路
横
断
に
必
要
な
動
作
が
組
み
込
ま
れ
、

健
康
増
進
や
転
倒
予
防
に
も
配
慮
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
の
交
通
安
全
イ
ベ

な
か
っ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
の
交
通
行
動
で

は
、
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に
、
道
路
を
横
断
し
て

し
ま
う
高
齢
者
が
多
い
。
つ
ま
り
、
高
齢
歩
行
者

は
自
分
の
体
力
の
衰
え
を
よ
く
自
覚
し
て
い
る
の

に
、
つ
い
危
険
な
行
動
を
と
り
が
ち
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
意
識
と
行
動
に
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
点
が
問
題
で
す
。
交
通
場
面
に
お

け
る
具
体
的
で
安
全
な
歩
行
行
動
の
選
択
方
法
を

実
践
的
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
教
育
が
重

要
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」。

調
査
の
中
で
は
、「
歩
行
中
に
、
運
転
者
か
ら

ど
の
程
度
、気
を
つ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
」

の
質
問
が
あ
り
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
「
常
に

感
じ
る
」「
た
ま
に
感
じ
る
」
を
選
択
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
そ
う
だ
。
権
利
意
識
や
交
通
ル
ー
ル

の
無
視
と
い
う
よ
り
は
、「
運
転
者
に
対
す
る
過

度
の
期
待
感
」
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
っ
て
い
な

が
ら
も
危
険
な
行
動
を
選
択
し
て
し
ま
う
要
因
の

１
つ
で
は
な
い
か
と
、
菅
野
さ
ん
は
考
察
す
る
。

運
転
免
許
取
得
経
験
の
あ
る
人
と
、
な
い
人

で
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。「
免
許

取
得
経
験
の
有
無
」
と
「
横
断
歩
道
以
外
の
横
断

理
由
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
75
歳
未
満

の
免
許
取
得
者
に
は
、
自
分
の
判
断
で
横
断
歩
道

以
外
を
安
全
に
渡
る
な
ど
、
要
領
の
よ
い
行
動
を

選
択
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
た
。こ
れ
は
つ
ま
り
、

免
許
取
得
者
は
、
運
転
経
験
を
通
じ
て
交
通
に
関

す
る
多
角
的
な
視
点
を
養
っ
て
お
り
、
経
験
豊
富

な
反
面
、
遵
法
精
神
に
欠
け
る
面
が
あ
り
、
自
己

判
断
に
頼
っ
て
要
領
よ
く
行
動
す
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
調
査
分
析
結
果
を

踏
ま
え
て
、
菅
野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
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特集：高齢歩行者への交通安全教育

8月25、26日に開催された「熊本県交通安全

教育講習員・宮崎県交通安全指導員情報交換会」

（詳細は5面参照）でも、高齢歩行者への指導方

法の発表があった。

熊本県菊池地区交通安全教育講習員の光本

眞弓さんと村上ふさよさんは高齢者と警察官に

扮して寸劇を披露。歩行者が右側通行する意

味（クルマと対面することでお互いの存在を認識

しやすくなる）、道路横断時の注意点（渡る前に止

まって左右の安全を確認すること、道路の中央

付近に来たら左

側からクルマが

来ていないか再

度確認するこ

と）を伝える。

さらに40km/h

で走行するクル

マは1秒間に11ｍ進むことを話すだけでなく、

11ｍがどのくらいの長さかロープを使って参加

者に示す。そして、クルマがまだ遠くだと感じ

ても速度によっては自分の予想以上に早く近づ

いてくるので注意が必要だと訴えた。

宮崎県串間地区交通安全指導員の片桐弘恵さ

んと谷山美貴さんも寸劇を通して、斜め横断の

危険性を伝えた。ひもを使って、道路をまっす

ぐ横断した場合と斜めに横断した場合の歩いた

距離を比較。斜め横断は車道上にいる時間が長

くなるので、事故に遭うリスクが高まることを

説明した。

「シルバー楽集大学」は紙芝居形式になって
いるので、プロジェクターやパソコンがな
くても指導ができる

徳島県警察本部での浜松普及ブロッ
クによる「いきいき運転講座」の様子

高
齢
者
が
安
全
・
快
適
に

参
加
で
き
る
交
通
社
会
へ

高齢歩行者への
指導方法

熊本県交通安全教育講習員・宮崎県交通安全指導員
情報交換会より

●表1 以前よりも歩く速度が遅くなったと感じることがある

●表2 高齢者の歩行者意識

年齢

75歳未満
（構成率）

75歳以上
（構成率）

合計
（構成率）

はい、
どちらかと言えばはい

288人（38.6）

250人（82.0）

538人（51.1）

いいえ、
どちらかと言えばいいえ

459人（61.4）

055人（18.0）

514人（48.9）

比較年代
（75歳以上：75歳未満）

75歳以上＞75歳未満

75歳以上＜75歳未満

歩行者意識に関する調査項目で分析上
有意差がみられたもの

歩行中、運転者からどの程度気をつかってもらってい
ると感じていますか

高齢の歩行者は歩行中、周囲のクルマの動きにもっと
注意を払ったほうがよい

ルールを守らない歩行者は事故に遭っても仕方がない

歩行者の横断速度もクルマの交通渋滞を発生させてい
る要因の1つだと思う

歩行中、ルールを守らないクルマには腹が立つ

歩道のない道路を横断中、近づいてくる車両に気づか
ず、驚いたことがある

最近、道路を横断した時にクルマやバイクにびっくり
したことがある

歩いている時は周りの車両の動きに注意している

道路横断はタイミングが重要だ

道路上では歩行者が優先である

場合によっては横断歩道以外を渡ることもある

＜問合せ先＞

栃木普及ブロック（栃木県真岡市）TEL：0285-84-7114

埼玉普及ブロック（埼玉県狭山市）TEL：04-2955-5323

浜松普及ブロック（静岡県浜松市）TEL：053-439-2316

鈴鹿普及ブロック（三重県鈴鹿市）TEL：059-370-1553

熊本普及ブロック（熊本県大津町）TEL：096-293-3206

今回紹介した「あやとりぃ　長寿編」「交通安

全ビデオ講座」「いきいき運転講座」「シルバー楽

集大学」などの高齢者向けの教育プログラムの詳

細を知りたい、活用したいという自治体、警察、

団体の方は最寄りの地区普及ブロックにお問い合

わせください。


